
稿

1 , 西表島白浜, 7. V.1975
. 1 , 同 上 , 8. V.1975
いずれも前 ziと同 iじ燈火で得た。  (写真右上

3. Ptero1op1lia sp.
lex., 西表島白浜, 4. V.1975
3exs., 同 上, 9. V. l975
主に描ススキのビーティングにより得られた。既に石

垣島平久保に産することが知られているが, 西表島から

の記録はなかった。  (写真左下) 台湾に近緑な種が産す

るo
4. Apr iona sp.

1 , 西表島白浜, 8. V.1975
白浜部落の街燈に来たものを得た。 水沼哲郎氏により

石垣島に産することが報告されて以来, 同島バンナ岳に

おける錘火で比較的採集されているようであるが, 西表

島からは未記録であった。西表島産の個体は石垣島のも

のと比較すると, 上翅基部の顆粒が小さく少ない (50個
以下), 触角がやや長い, 端内角のトケーが長い等の点

で異なっている。  (写真右下)
* 実は, 栗林・ 高良・ 束 (1973, 沖繩の昆虫, 学習研

究社) に本種が西表島に分布するとされているが, これ

は出現時期などから考えても明らかにコケ' チャトケ' 7
チオオウスバカミキリ Macrotoma (Bandar) _fisher i
obscur t' bt-unnea HAYAsHI の誤同定によるものと思わ

れ, 今回の記録が西表島からの最初の正しい報告であろ

うo
(0734  広島市皆実町1- l8-40)

福島県桧枝岐で

ホソツヤヒケ'ナガコバネカミキリを採集
川田 一之

福島県桧枝岐で採集を行なった際, ホソツヤヒケ' ナカ'
コパネカ ミキリ Motorc1M‘s nt't i dt‘s OBIKA を採集し
たo
本種は既に東日本からは新潟県姫川谷・ 埼玉県秩父 ・

束京都奥多 ・ 長野県伊那戸台の4 ケ所で記録されてい

るが, 同県下における採集例はまだ間かないので報告し

ておきたい。
1 , 福島県南会津郡桧枝岐村, 9. W.1975,

川田一之採集
目当たりのよい, よく ヵミキリムシの集まっているミ

ズキの花上で得た。 なお, 桧枝岐といってもかなり内川

方面 (伊南方面) へ寄ったところであった。

( 0164  中野区東中野5-20-13)

虫

トカラ列島諏訪期島 ・ 悪石島
・ の力ミキリについて

藤田 宏

交通の不使なため, 従来採集者のほとんど訪れなかっ

たトカラ列島中, 近年中之島においては比較的訪れる者

も多く, そのカミキリ相もまとめられっつあるが, 他の

島における報告はまだきわめて少ない。 筆者は同列島諏

訪瀬島および悪石島において今西修氏が採集されたカ ミ

キリを所持しているので以下, 当然分布が予想される極

がほとんどであるが参考資料としてここに記録しておき

たい。

1. チャイ l二' ヒメ カ ミキリ

Ceresit‘'It sl'm i le GAHAN
1 , 諏訪瀬島, 2. . 1973 : l 6 5 , 悪石島,
5. . 1973

2. ヨ コヤマヒメ カ ミキリ

Ceresi1‘m ho1ophaeum BATES
3 2 , 悪石島, 5. 1111.1973

3. コウノ ゴマ フカ ミキリ

Mesosa (Mesosa) konoi HAYASHl
1 2 , 悪石島,

5. . 1973

本種は同列島 (中之島・
ロ之島) の他, 美大島・

沖永良部島・ 沖組本島に分

布するが, 産地によって上

翅斑紋の変化が著しく , そ

れぞれ別亜種として分類さ

れ, 同列島のものはその原

亜極とされている。

今回, 悪石島で採集され

た個体は写真の示すように

/

・

 
l

-

中之島産のものとは若干上翅の斑紋が異なる。 すなわち

中之島 (原産地) のものが上 中央の白帶が強く , その

前後のll'い部分 (焦げ茶色の徴毛が密布している) が多

いことにより, 一見してそれとわかる特徴を備えている

のに対し, 悪石島のものは自帶の部分が比較的不明瞭

で, また黒い部分も少なく上翅の色彩的な区分は安定し

ていない。  トカラ列島の原正fill と沖細亜極とは上 斑紋

がかなり安定しており, その中間地区では変化にとむと

されているが, 同一の列島内においても地理的に奄美大

島・ 沖永良部島に近い分だけ, その斑紋も変化してくる
(似てくる) ということは本種がいかに特化しやすい種

であるかを示しているようで面白い。
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4.   オオシマウスアヤカ ミキリ

B!tmetopia oshimana BREUNING
5 2 , 諏訪瀬島, 2. W. 1973: 3 6 ,

悪石島, 5. filI i973
5. アトモンチビカミキリ ( ﾝ美亜種

Sybra bactdina oslu'mana BREUNING
4 1 , 諏訪瀬島, 2. W.1973

6.   サビアヤカミキリ ( ﾝ美 i[l l和l
Abryna olbscufa oshimensts (BREUNING)

1 6 4 , 諏訪瀬島, 2. 1111. 1973 : 1 2 , 悪

石島, 5. ill「.1973
7. ワモンサピカ ミキリ

Ptero1o◆p11lia (Hytobro加s) antudata
(CHEVROLAT)

1 6, 悪石島, 5. 1111.1973
8.   キポシカミキリ ( トカラ並種)

Psacothea il i larts macronota ta HAYASHI
1 , 諏訪瀬島, 2. 1]?.1973
中之島産の個体と比べて特に変異はない。

9. コケ'チャサビカミキリ
Mimectatina meridiat!a (MATSUSHITA)

2 , 諏訪瀬島, 2. 1111.19'「3
(0110  台東区台東2-29-6)

德島県剣山における興味深い力 ミキリ 2 種

細 保生

部_者は徳島県剣山において, 興味深いと思われる下記

2 種のカミキリを採集しているので報告しておく。

1. ク l;:'サワヒメコパネカミキリ
EpaM'‘l septentr ionalis HAYASHI

1 , 8. flI t 973, 部者採集

夫婦池よ り下山中, 登山適沿いの広葉1試の伐採木にて
採集。伐採木の1 本に止つてハネカクシがするように羽

根の手入れをしていた。
2. ホソツヤヒケ'ナガコパネカミキリ

Motorctlus (Linomius) mt idus OBIKA
既に本州・ 九州・ 対馬よ、り記録されているが, 四国か

らの記録は未だなかったものと思われる。 (写真)
l , 4. V.1975, 筆者採集
1 , 5. V.197;5, ″

1 , 11. V.1975, 〃 (小笠原隆保管)
5月 4 日 (小兩)
小雨の合間に陽がさした折, 貞光~見の越方面のドラ
イプウ=.イ沿いのカェデ花上より採集。
5月5 日 (晴)
剣橋から八面山方面へ少し入った谷川沿いのカェデ花
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上にて採集。 他にピック

ニセハムシハナなどが多

かった。

5月11日 (くもり)
この日は梅兩を思わせ

る天気の上肌 く , 前回

のカ:,デをすくってもカ
ミキリはほとんど入らな

かったが, そんな中でポ

ツリと採れた。

以上のように剣山にお

いては低山帶であればど

こでも採れるのではないかと思われる。

(0771-02  板野郡北島l町高房川の上8
邦レ西社宅38号)

三宅島でセンノカミキリを採集
神尾  俊夫

1975年6 月20日から24 日の間に三宅島で採集を行なっ

た際, センノカミキリ Aca1oleptataattriosa(BATES)
を採集したので報告する。

1e  ,  三宅島三池
20. .1975, 神尾俊夫採集

1 , 同 上,
23. . 1975, 同 上

本種は伊豆諸島にお 、て

は既に新島・ 御蔵島 - 八丈

島から記録されているが,
同,l-からは未記録と思われ
る。

なお, この三宅島産の個

体は御蔵島・ 八丈島で得ら

れているものと同じく , 他

地域のものに比べてかなり

黑化の傾向を示している。

( 0330  大宮市宮原町

4-17-8)

ケヤキの樹幹に集まる

オニホソコパネカミキリ

鈴木  恭一

オニホソコパネカ ミキリ Necydalis (Necydalis)
gigantea KANOは本邦産の Necydalisの中でもクワ
に寄生するという特異な生態, その局所的な分布でよく


